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皆様へ

NPOの活動へのご協力ありがとうございます。活動を始めたところ

ですが、ＮＰＯとして会報を発行することにしました。会報の名前は

ThcExpressiveとしました。様々なことを様々な形で表現していこ

うと考えて名前を付けました。もちろん会員の皆様の投稿も願って

おります。またインターネットのホームページにおいても同様の活

動を計画しております。また後日ご案内申し上げます。
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在ることの豊かさ

青木璽敏

はじめに

oglobalstandaTd:一国家､－地方に独特の考え方や伝統的価値観からものを見るのでなく、

全世界的な視野での判断基準を取り入れて行く必要があると言う価値観からでてくる基

準的なもの。

【Ｉ】「通い。具なり』は「負』価惣、「みんな同じ」鱗『正』のメッセージか
※１TogetherWemakedifference

※２Japaneseｏｎｌｙ

※３peoplecolors

４共通項より差異の強調

【、多文化共生等ノーマライゼーションは、グローバルスタンダードたりうるか
（１）大阪における「業界」での「共生」のとらえかたの概括、

もともと、共生という言葉は生物学の用語で「異種の生物の共存様式」のことをいい、自然科

学の分野で用いられていた。

．しかし、業界では一般に「人間社会の中でお互い違いを認め合って生きていくこと」といわ

れているが、これでは十分な説明にならない。

一つの考え方として、共生概念を以下の４つの視点から捉えられるとされる。

①エコロジーの領域から語られる共生

基本的な考え方は、「あらゆる生物は、その生の可能性を十全に生きる権利があり、どんな

種であれ他の種の領域を侵害する権利はない｡」と言う思想を出発点として、他の生物種に対

して、人間の特権的な位置を認めないということである。人間が自分たちにとって価値がある

かないかだけで他の種の存在価値を決めることに批判的なディープ｡エコロジーの立場はその

典型である。これには、大資本の横暴v開発という名のもとでの資源の集約的な搾取、経済的

な収奪、自然破壊に対する批判的視点が含まれる。

②障害者解放運動、ノーマライゼーションから生まれたもの

地域社会で、地元の学校で、「共に生きる」事を目指し、養護学校や障害児学級などは隔離・

分離するものとして批判的に見ることが背景にある。この場合の共生概念には、バリアフリー

にすると言うハード面の条件整備だけでなく身体的能力の差によって人間を価値付けない思

想と実践が志向され、能力主義的発想や健常者の価値観へのラディカルな問いが含まれる。

③文化的多元主義や多文化主義の領域で語られる共生概念

同化思想との対決によって形成されてきたもの｡植民地支配や奴隷制度など歴史の負の遺産

を抱えてきたマイノリティだけでなく、一見自発的な意志によって国境を越えてきた人々、外

国人労働者、ニューカマーが増加してきたことを背景にエスニック・マイノリティが、独自の
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